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登録リスト（該当：9件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 道端にある道祖神の石碑]	道端にある道祖神の石碑	道祖神は長野県の各地にある古来の宗教上の村の守り神であるとされています。今回長野大学周辺の道路沿いに設置されていたので興味を持ち記録させていただきました。	2023-04-27
	2	[image: まとめ～武田信玄武将の起請文〔八三通〕～]	まとめ～武田信玄武将の起請文〔八三通〕～	写真の起請文は、武田信玄が配下の武将を、下郷(下之郷のこと。以下同じ)諏訪大明神(生島足島神社)へ集めて、信玄に絶対背かぬことを、神前で誓わせたものです。誓いの言葉を牛王紙の裏に書き、血判を押して、差し出させたもので、全国的に有名なものです。

この貴重な文書が生島足島神社に残っていることに歴史的な価値があると感じました。
https://museum.umic.jp/bunkazai/document2/089-1.html


武田信玄と信州は深い関わりがあり、その中でも生島足島神社に信玄がこだわったというのも面白く感じました。そして、信玄についてだけではなく当時の人びとがどのような宗教観や価値観を抱いていたのかを副産物として知ることができ、特定の人物だけでなく、社会がどのように動いていったのか文書から読み解けることにもつながることがわかりました	2023-01-30
	3	[image: 龍光禅院??]	龍光禅院??	龍光院なのか龍光禅院なのか、もっとよく見てみたかったが風穴までの道とは交わらない為、断念。
そもそも宗教上の理由から足を踏み入れられないのだが…
食事が提供されているとの事だったので興味を持ったら是非訪れては如何だろうか。	2022-05-12
	4	[image: まとめ]	まとめ	地元富士・富士宮地域を対象として、初めは「宗教」にスポットを当て「富士宮駅１番線ホーム」を知りJR身延線に興味が湧き探究した。ただ資料を探るにも、デジタルアーカイブのようなパソコンで資料を閲覧することが対象地域では不可能で、探究には現地へ赴く（情報収入場所として富士市・富士宮の図書館へ行った）ことが欠かせなかったのは難点であり、同時にデジタル化の利点を身をもって痛感した。今回のテーマは地元の私でもほとんど聞いたことのないような歴史であり、静岡・甲府間の移動をする人にはぜひ常識的に知って欲しい知識であったので、今後もこの情報が残ることを期待する。

以下、参照
遠藤秀男　2009『懐かしの富士宮 －写真集－』羽衣出版
沢田正彦  1994『富士川舟運と身延線』富士宮市（2,3,4番目の記事の写真の出典	2022-02-06
	5	[image: 諏訪神社]	諏訪神社	JA信州うえだ営農部塩田営農センター近くにある諏訪神社です。諏訪神社は，長野県の諏訪湖にある諏訪大社が総本社となっています。全国におよそ25000社ほどあります。諏訪大社に関係する施設が上田市にもあるとは思いませんでした。	2021-05-05
	6	[image: 薬師如来像と薬師堂]	薬師如来像と薬師堂	薬師堂とは，薬師如来を本尊とする仏堂の呼び方です。薬師如来とは，病気などに効果がある仏とされています。
この薬師堂は江戸時代後期より存在していたとされており，昭和になり向きを変える移築作業が行われました。その後，平成25年（2013年）に現在の建物が建築されています。
身近なところにとても歴史が深い建築物あり，とても驚きました。	2021-05-04
	7	[image: 何を意識して暮らすべきか (『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)]	何を意識して暮らすべきか (『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁)	この記事では戦前の日本における善良的な意思や美徳について記されている。この記事の面白さは、現代の意識との認識のずれだ。

国家に対しての強い愛国心や服従、また、宗教に対する現代にも通じるであろう考え方など、今との相似点や考えられないような相違といった様相が窺え、非常に興味深い。

この記事から現代思想と戦前の思想を比較してその実態を観察してみると、そこからより深い学習につながるかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#412 『西塩田時報』第94号(1931年9月1日)4頁	2020-12-09
	8	[image: 「信州の学海」碑]	「信州の学海」碑	かつて塩田を「信州の学海」と呼んだのは、鎌倉時代の高僧・無関普門。遠地へのアクセスも困難であった当時、遠方から学問を修めに塩田の地まで人々がやってきたことを象徴する呼称です。「学びの海」、なんとまた意味深い言語化かと思います。

塩田中学校に「信州の学海」碑があります。

「信州に却回して塩田に館す乃ち信州の学海なり」

確かに碑にその謂れが刻まれています。

cf.塩田中学校のホームページにも紹介されています。
http://www.school.umic.jp/shioda/2008/0603-104114.php	2020-09-12
	9	[image: 福神子安地蔵尊]	福神子安地蔵尊	何かを抱えたような姿で安置されている地蔵である。日本の民間信仰では、地蔵菩薩は子供を見守る存在であり、道祖神と似たような性格を持つ。（隣には道祖神も祀られている）
詳しい情報は石碑に記されていると思われるが、近寄れず確認できなかった。	2020-05-25
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